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社会文化的な文脈に着目した読みの交流の学習デザイン 

西田 太郞 

 

序章 本研究の目的と方法 

本研究は，文学テクストを扱った読みの学習における個々の解釈の交流・共有（以降，

「読みの交流」と呼ぶ。）にかかわる国語科教育研究である。読みの交流は，複数の視点か

ら検討し合う協同的な学びを構築する中で，教材テキストと他者の発話を一つの媒体（文

化的道具）としながら，そこに新たな意味を付与することで自己内に対象化された文学テ

クストを創造する行為の集合体である。読みの交流での行為は，文学テクストとのかかわ

り，他者とのかかわり，自己とのかかわりという三つの位相があり，それぞれが社会文化

的な文脈を形成している。 

本研究は，読みの交流がもつ三つの位相が創り出す社会文化的な文脈を捉え，これに応

じた学習者の実態を明らかにする。その上で，読みの交流に求められる学習デザインにつ

いて検討し，活動形態を中心とした提案を行うものである。そのために，下記の三つの課

題を明らかにする。 

第一の課題は，読みの交流における社会文化的な文脈を捉えることである。 

教室での学びは，子ども一人ひとりが遂行する個人的な営みではなく，複数の文化的道

具や他者に媒介された協同的な営み（ワーチ，1995）である。学習者が置かれる状況を捉

えるためには，社会文化的な文脈を構成する諸要素とその関係を明らかにする必要がある。

第一の課題については，J.ワーチが述べる「媒介される行為（mediated action）」を中心

として挙げながら，その背景にある K.バークの理論についても検討する。ここでは，学習

者の媒介手段に注目し，〈媒体〉と〈行為者〉との関係から読みの交流における行為の状況

を表すモデルを示す。第１章・第２章がこれに対応する。 

第二の課題は，読みの交流における個の文脈を明らかにすることである。 

これまで読みの交流での談話に見られる個の文脈は，一様に解釈形成過程として方向づ

けされた集団の文脈の中で分析されてきた。読みの交流は，解釈形成と解釈の交換を進め

る話し合いが，行為として混在している。個の行為は，学習集団がもつ社会文化的な文脈

を構成しつつ，個々の文脈を持ち合わせている。本研究では個の文脈を捉えるために，学

習者が《読者》の立場・《参加者》の立場から用いる媒介手段の相関関係に着目する。媒介

手段の偏りを捉えるための分析ツールを開発し，授業実践の分析によって読みの交流にお
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ける個の文脈を明らかにする。第３章がこれに対応する。 

第三の課題は，社会文化的な文脈を背景とした学習者の実態から求められる読みの交流

の学習デザインを提示することである。これについては，「交流環境からのアフォーダンス」，

「学習者のメタ認知」といった点から検討し，「自立参加型の交流環境」（西田，2018）を

中核とした学習デザインを構築する。第４章，第５章がこれに対応する。 

第１章 読みの交流と社会文化的アプローチの接点 

第１章では，読みの交流における社会文化的な文脈を捉えていくための理論的な枠組み

を検討している。 

学習あるいは教授に対する社会文化的な文脈による捉え方についても，すでに多くの先

行研究によって検討されている（例えば，山住,1998；佐藤,1999;上野,1999;石黒,2004）。

近年，国語科教育研究においても社会文化的な側面を主とした研究が注目され，読みの学

習における授業システムと学習者の実態から得られる視点（藤森，2009），コミュニケーシ

ョン能力の育成に関わる視点（位藤，2014；山元，2016）などから，社会文化的な文脈を

念頭にした実践を伴う提案がなされている。社会文化的な文脈を背景とした研究には，ば

らばらの個人を対象とするのではなく，人々の交わりやつながり，共同作業とその産物な

どを考察の中心に置くという前提が共有される。このような研究には，他者とのかかわり

を前提とした個の状況，あるいは集団の状況に対して，それを構成している諸要素の関係

から明らかにしていくことが求められる。 

本研究は，読みの交流における社会文化的な文脈を捉えるために，ワーチ（2002）が着

目する「媒介される行為」にかかわる理論，そしてその背景にあるバーク（1982）の「五

つ組（pentad）」が備える対関係を取り上げることで，〈行為者－媒体比率〉によって状況

を捉えようとする枠組みを得た。バークが提案する五つ組は，行為（Act）・場面（Scene）・

行為者（Agent）・媒体（Agency）・意図（Purpose）の五つの要素で状況を捉えていくもの

である。バークは，五つ組の個々の要素を取り出して分析するのではなく，「比率（ratio）」

という概念によって，これらの関係性から事象を捉えようとしている。比率は，五つ組の

各要素の対関係を表し，その対関係を基にいずれかの側から事象を捉えていくものである。 

読みの交流を〈行為者－媒体比率〉によって捉えようとすれば，対象に向かう「主体－

客体－主体」間の関係，他者に向かう「主体－主体」間の関係，さらにそれぞれにかかわ

る媒介手段をいかに見取っていくのかという問題が明確になる。それは，読みの交流にお

いて学習者が置かれる状況，読みの交流において〈媒体〉となる文化的道具，読みの交流
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における集団の文脈と個人の文脈を明らかにすることになる。 

第２章 読みの交流における社会文化的な文脈 

読みの交流を〈行為者－媒体比率〉から検討することで，「対象－媒体（文化的道具）－

主体」という自己内の文脈，「主体－客体－主体」・「主体－主体」という集団内の文脈が明

らかになる。 

文学テクストを読むという行為は，客体の対象としての文学テクストに向かう〈行為者〉

である読者が，言語を〈媒体〉として，自らの意味づけによって自己内にテクストを創り

出し，再び対象に向き合うという相互作用過程である。ただし，教室での読みの学習とい

う状況においては，文学テクストは教材テキストとして対象に向かう〈媒体〉に転移する。

学習者は，対象となる問いに向かい教材テキストを〈媒体〉とした解釈形成を行う。 

読みの交流は，内容としては解釈の交換であり（松本,2006），客体としての問いを結節

点にした「主体－客体－主体」関係の中での相互作用である。また，「主体－主体」関係は，

言語コミュニケーションの場であり，発話を〈媒体〉とした話し合いを指している。 

図 1 は， 庄井（1995）の「学習の三項理論」を基に，読みの交流における行為を捉えた

モデルである。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この枠組み内に，読みの交流における社会文化的な文脈をもつ行為が瞬間的に定位する。

〈行為者－媒体比率〉から捉えれば，対象へ向かう解釈形成と他者へ向かう言語コミュニ

図 1 読みの交流における〈行為者－媒体〉モデル  （筆者作成） 
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ケーションは，それぞれ異なる媒介手段を用いていると言える。学習者の解釈形成あるい

は解釈の交換は，《認知方法》と《交流方法》を同時に，あるいはいずれかに偏って媒介さ

れる。このような，個々に異なる媒介手段の偏りが生み出す状況こそ，読みの交流のダイ

ナミクスであり，社会文化的相互作用の内実である。 

第３章 読みの交流における媒介手段 

発話によって構成される読みの交流において，対象に向かう《認知方法》と他者に向か

う《交流方法》は，どのように区別されるのか。 

社会文化的な文脈に着目した教室談話に対しては，appropriation 概念を用いた談話分

析がある（例えば，佐藤，1996；濱田，2010）。ここには，バフチンの「多声性」「対話性」

といった概念が含まれ，他者の言葉がどのように共有されいくのか，appropriation の成

立をダイアローグ的発話とともに見出してきた。ただし，このような対話的機能に注目し

た談話分析には，対象への《認知方法》と，他者への《交流方法》との区別は見られない。

また，対象に向かう媒介手段である教材テキストへの言及を共有リソースとすることで，

談話の質的な変容を認めるような捉え方だけでは，学習者の話し合いがあたかも全て対象

に向かっているような扇動がなされてしまう。このような教室での社会文化的な文脈を取

り込んだ談話分析は，〈媒体〉としての言語（文化的道具）を明らかにすることに努めた結

果，媒介手段を選択する個々の〈行為者〉を捉えることができない。 

相互作用を捉えるために〈媒体〉となる言語（文化的道具）の状況を踏まえつつ，媒介

手段を選択する個々の〈行為者〉へ比重を置いた分析カテゴリが求められる。そこで，読

みの交流での教材テキストを媒介手段とした解釈形成過程によって，他者との話し合いを

媒介手段とした言語コミュニケーションによって生み出される状況をそれぞれ措定し，分

析カテゴリによって顕在化させる。 

本研究では，媒介手段を用いる《読者》の立場と《参加者》の立場との相関関係から状

況を分析するツールとして，相関マトリクスを作成した。相関マトリクスでは，《読者》を

縦軸，《参加者》を横軸として構成した二次元マトリクスによって分割されたエリアが行為

の状況を示す。行為を表すデータとして発話プロトコルデータを用い，クロス集計を行う。

また，図２のような相関マトリクスモデルを用いて，媒介手段の偏りを可視化することに

よって，行為の状況を表す。相関マトリクスモデル内には発話番号を記載し，発話番号が

分布する全てのエリアを結び付けた場合，総体としての参加者集団の文脈が表れる。また，

個の発話のエリアを結び付けることで，〈行為者〉がもつ個の文脈を整理することができる。
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相関マトリクスは，相対化された《認知方法》と《交流方法》によって，結果として状況

に隠された媒介手段の偏りを，エリアの広がりによって示す。 

教材テキストを媒介手段とした《読者》の立場は，Ａ・Ｂ・Ｃと順に顕著な行為の状況

として現れる。また，他者との発話を媒介手段とした行為の状況はア・イ・ウと順に顕著

な行為の状況として現れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践事例①では，相関マトリクスによる特徴的な分析結果として，《参加者》の立場から

他者との話し合いを主な媒介手段とした〈行為者〉が，交流の円滑な展開と組織化を図る

ことに終始する状況があった。ここには，《読者》の立場から教材テキストを主な媒介手段

とした〈行為者〉が，他者の存在を蔑ろにした解釈形成に慢心する状況も想定される。こ

のような差異は社会文化的な文脈の中で見出され，文学テクストの解釈あるいはその変容

に焦点化する従来の分析が明らかにしてこなかったものである。 

第４章 交流環境のアフォーダンスに着目した学習デザイン 

実践事例①における相関マトリクスが示した読みの交流での学習者の実態は，解釈形成

過程に対する学習者自身の認識を高める必要性を示唆していた。それは，話し合いに固執

するような，他者の解釈を排除するような交流活動を避け，《読者》の立場から，文学テク

ストとのかかわり，自己とのかかわり，他者とのかかわりをもつような交流活動を実現す

ることに他ならない。学習者が読みの交流における自らの行為を自覚するためには，学習

者のメタ認知的活動を促す必要がある。 

固定グループ型の交流形態では，学習集団の関係性あるいは規範的な学習に対する意識

を共有し，話し合いへの応対はある程度強要されている。このような状況での話し合いは，

対象に向かう個人の《認知方法》よりも他者に向かう《交流方法》が優先的に働く可能性

図２ 読みの交流における相関マトリクスモデル（筆者作成） 
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がある。読みの交流においてメタ認知的活動を意図した場合には，学習者の意識が，対象

に向かう解釈形成を優先するように，言語コミュニケーションの側面にあるメタ認知的要

素を，ある程度軽減するものとして捉える必要がある。本研究では，行為の状況を創り出

す〈場面〉からのアフォーダンスに着目し，学習者の《読者》としての主体性を保障でき

る〈場面〉の構築を目指した。 

本研究では，このようなねらいから，自立参加型の交流形態を提案した。その特徴は次

の二つである。 

 

・自席では他者との話し合いはせず個人の場とし，交流スペースと活動を区別する。 

・学習者は交流への参加・離脱を自らの裁量で決め，交流スペースと自席，あるいはグル

ープ間の移動を行うことができる。 

 

自立参加型の交流形態では，交流スペースにおいては文学テクストと他者とのかかわり

を主として，自席においては文学テクストと自己とのかかわりを主として，メタ認知的モ

ニタリングを通したメタ認知的コントロールが誘発される。読みの交流スペースからの離

脱は，テクストや解釈に関する気付きを得た結果であり，自らを振り返ろうとする欲求で

ある。また，読みの交流スペースへの参加は，新たな解釈の形成・未形成を認識した結果

であり，他者とかかわろうとする欲求である。読みの交流の参加・離脱を学習者に委ねる

ことによって，解釈形成の連続性の中でメタ認知的活動を担保することができる。 

実践事例②③では，自立参加型の交流形態における学習者の様相から，気付きや自身に

向けたつぶやき，身体的な動きを示唆する発話に学習者のメタ認知的活動が認められ，《読

者》の立場を主とした交流活動が確認された。読みの交流を阻害しない形での認知的な負

荷として，読みの交流が内在する相互の対話から自己内対話に至る構造と，自立参加型の

交流形態によるアフォーダンスが認められる。 

第５章 自立参加型の交流形態による読みの交流の実践化 

 自立参加型の交流形態による読みの交流を実践に導入するための検討を行っている。 

実践事例④では，自立参加型の交流形態での読みの交流が，読みの能力を育成する学習

活動として成立しているのかを問題とし，交流を通した学習者の文学テクストに対する向

き合い方（スタンス）の変容を分析している。ここでは，山元・住田（1996），山元（2005）

における読みのスタンスの区分を用いて，分析カテゴリとした。読みのスタンスは，「スタ
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ンス未形成」「参加者的スタンス」「見物人的スタンス」という段階をもっており，「参加者

的スタンス」は物語の内から物語世界に同化した水準，「見物人的スタンス」は物語の外か

ら読者としての自身に結び付ける水準とされている。 

実践事例④では，交流前と交流後の読みのスタンスの変容が顕著であり，約 95％（23／

24）の学習者が「見物人的スタンス」の水準を得ている。学習者が自ら参加・離脱の判断

をする状況にあっても，解釈形成が円滑に行われていることが確認できるとともに，自立

参加型の交流形態が文学テクストへのメタ的なかかわりに寄与しているとも言える。 

 実践事例⑤は，自立参加型の交流形態に求められる問いの在り方を事例的に示している。

学習者自らが，交流への参加・離脱を行う自立参加型の場合，個々の対象へ向かう行為が

強調され，問いそのものの捉え方や答え方にかかわる判断は個々に委ねられている。実践

事例⑤は，このような個への支援として，問いそのものに条件を付加し，条件的知識にか

かわるメタ認知を補足している。 

ここでは，読みの交流を促す〈問い〉の五つの要件（松本，2015）を基に，「空所」概念

（イーザー，1982）にかかわる問いを設定し，そこに条件的知識を触発するような条件を

付加することで，問いに対する学習者の理解を高める試みを行っている。 

実践事例⑤における学習者の様相は，条件付けされた問いによって学習者の問いに対す

る理解が高まり，解釈形成が推進されたことを示していた。また，「空所」に伴う「否定」

の効果による葛藤（感情的経験）が，交流への参加と離脱という身体的な動き連関してい

る状況が確認された。 

終章 本研究の成果と課題 

本研究は，読みの交流における社会文化的な文脈を捉えたことで，これまで指摘されて

こなかった読みの交流の課題を明らかにした。 

読みの交流は，〈行為者－媒体比率〉に着目することで，異なる媒介手段を混同した学習

者の行為の状況を見出すことができる。異なる媒介手段を用いた学習者は，解釈形成に向

かう《読者》の立場と，他者との話し合いへ向かう《参加者》の立場によって集団の文脈

を生み出す。個々の学習者は自覚的・無自覚的に集団の文脈に対する役割をもち，個の文

脈の中で解釈形成を進める。これは，読みの交流において他者との話し合いを通した解釈

形成が社会文化的相互作用として成り立つ過程である。ただし，そこには時に偏った媒介

手段を用いる学習者の存在がある。 

本研究の成果は，主として２つ挙げられる。 
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一つ目に，読みの交流における学習者の媒介手段に着目した分析を行ったことである。

学習者の発話に対して，媒介手段の形跡を見取る分析カテゴリを設定することで，《読者》

の立場と《参加者》の立場の偏りを明らかにした。これによって，解釈の質的変容や話し

合いの展開を注視する従来の分析では捉えられなかった，社会文化的な文脈における学習

者の実態を明らかにすることが可能になった。 

二つ目に，読みの交流における媒介手段の偏りを前提とした学習デザインを提案したこ

とである。読みの交流の背景にある社会文化的な文脈は，学習者が自ら解釈形成過程を有

効なものにしていく行為を求められている。読みの交流での学習者に求められる行為は，

メタ認知的活動に他ならない。自立参加型の交流形態は，読みの交流において学習者のメ

タ認知的活動を促し，《読者》の立場を学習者自らが確立するためのものである。 


